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はじめに 

 

全国文字通訳研究会（略称：文字通研）は発足以来、「聴覚障害者の『話のすべてを知る権利』

を守るために」を掲げてパソコンによる情報保障に関する活動をしてきました。 

パソコン入力による通訳は、入力速度が速いことや通信機能など拡張性に富んでいることが特徴です。

話されていることをそのまま知りたい、そして健聴者と同じように参加したいという障害当事者から期待が寄

せられています。しかし、多くの地域の派遣事業では短く要約する入力方法のみしか認められていないの

が現状です。 

2016 年に当会で実施した調査では、この大幅な要約に対して大きな不満があることが明らかになりま

した。そして情報保障を巡る環境が変化しつつある 2024 年夏、これらの問題がどのくらい解決しているか

を明らかにし同様の調査を行いました。しかし、結果として残念ながら 8 年前とあまり変わらない現状が明

らかになりました。 

2022 年 5 月に施行された「情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法」では、その基本理念

（第 3 条）に「可能な限り、障害者でない者と同一内容の情報を同一時点において取得できるように

する」と書かれています。 

また、調査に当たっては音声認識についての設問を新たに設けました。利用者が増えている一方、満

足度はまだまだであることが明らかになりました。 

全国の聴覚障害団体に協力を仰いだほか、関係団体や SNS なども通して情報拡散のお願いをしま

した。ご協力くださった諸団体の皆さま、回答を寄せてくださった皆さまには感謝申し上げます。 

このレポートが情報保障に関する問題解決の一助になれば幸いです。 
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調査概要 

【調査期間】 2024 年 6 月 14 日～7 月 13 日 

【調査対象】 聴覚に障害がある人 

【調査方法】 インターネット調査 

【有効回答数】 144 人（うちパソコン要約筆記の利用経験あり 128 人） 

難聴者 66 人、中途失聴者 46 人、ろう者 16 人 

軽度 6 人、中度 13 人、高度 70 人、重度 43 人、全ろう 12 人 

・軽度…良好な環境では、補聴器などを利用しなくても音声でのコミュニケーションが可能 

・中度…たいていの場合、補聴器などを利用すれば音声でのコミュニケーションが可能 

・高度…良好な環境で補聴器などを利用すれば音声でのコミュニケーションが可能 

・重度…音は認識できるが、補聴器などを利用しても音声でのコミュニケーションは困難 

・全ろう…補聴器などを利用しても音は全く聞こえない 

手話を使っている人 85 人、手話を使っていない人 59 人 

 

【質問項目】 

Ⅰ．要約について 

1. あなたはパソコン要約筆記でどの程度要約したものが欲しいですか？ 

2. （ケースバイケースと答えた方へ） 

「短くまとめたものが欲しい」「全文に近いものが欲しい」のはどういう場面でしょうか 

3. パソコン要約筆記を利用したときに、困ること、不満に思うことは何ですか？ 

4. 上記以外に困ること、不満に思うことがあれば、ご記入ください。 

5. パソコン要約筆記が原因で不愉快になったり悪影響を受けたりなどしたこと（不利益を被ったこ

と）はありますか？ 

6. 具体的に不利益を被った事例を差し支えない範囲で教えて下さい。 

7. パソコン要約筆記を利用するときに、短く要約するか、全文に近いものとするか、どちらかを要求

したことがありますか？ 

8. （要求したことがある方へ）要求した通りにパソコン要約筆記を受けることができましたか？ 

9. （要求したことがない方へ）要求しなかった理由を教えてください。 

10. パソコン要約筆記についてのご意見をご自由にご記入ください。 

 

Ⅱ．音声認識について 

1. ご自身で音声認識アプリを使っていますか？ 

2. （使っている方へ）使っている音声認識アプリ 

3. 講演会等、主催者側が提供する音声認識による情報保障を受けたことがありますか？ 

4. 次のうち音声認識を使いたい場面はどれでしょうか？ 

5. （使っている方へ）音声認識を使った情報保障の満足度は？ 
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調査結果の要約 

 

Ⅰ．要約について 

・ パソコン要約筆記の利用経験がある 128 人のうち、「いつでも全文に近いものが欲しい」と回

答した人は 56％。「ケースバイケース」を合わせて 92％の人が全文に近いパソコン要約筆記

を求めていることがわかった。これは 2016 年の調査とほぼ同じ傾向である。 

・ 場面によって求める要約が異なる。全文に近いものを求める場面で最も多いのは「参加者の

過半が聴覚障害者の会議」で回答者の半数。「短くまとめたものが欲しい」場面で最も多かっ

たのは「講演会・演説会」だった。 

・ パソコン要約筆記を利用したときに困ること・不満なことで最も多かったのは「表示が遅れる」。

次いで過度な要約によって「理解できない」という意見が続いた。 

・ 不満に思うことはそのまま不利益につながっている。「発言の機会を逸してしまった」人は約 6

割、「話の内容がよくわからなかった」人は約半数。 

・ 要約の程度について派遣元などに要求をしたことがある人は 3 割以下。しかし、要求した人の

4 人に 3 人は要求どおりのパソコン要約筆記を受けることができていた。 

・ 派遣元に要求ができることを知らない人が大多数だった。 

 

Ⅱ．音声認識について 

・ 音声認識アプリを使用している人は全体 144 人のうち 72％。複数のアプリを使っている人も

多くいた。 

・ 主催者が音声認識による情報保障を行うことも増えており、その経験がある人は半数を超え

ている。 

・ 音声認識を使った情報保障の満足度は「満足」「やや満足」を合わせて 44％。不満を持って

いる人の方が多い結果となった。 
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調査結果の詳細 

Ⅰ．要約について 

（対象：パソコン要約筆記の利用経験のある方 128 人） 

【求める要約の程度】 

問 1. あなたはパソコン要約筆記でどの程度要約したものが欲しいですか？（n=128） 

 

・ 「いつでも」と「ケースバイケース」を合わせて 92％「が全文に近いもの」を求めており、2016 年

の調査時（95％）とほぼ同じような傾向となった。 

・ 障害カテゴリ別にみると、中途失聴者は「いつでも短く」の割合が比較的高く 11％だった。 

・ 障害の程度別では、障害が重い人ほど「全文に近いもの」を求める傾向となった（母数が小さ

い軽度難聴や全ろうを省く）。 

・ 年齢別にみると、50 代までは「全文に近いもの」を求める傾向が高いが、70 代以上でも全

体の傾向とほぼ同じ割合となった。 

・ 手話を使っている人の方が「全文に近いもの」を求める傾向がみられた。 

 

 
  

いつでも全文に近い

ものが欲しい

56%
ケースバイケー

ス

36%

いつでも短くまとめた

ものが欲しい

8%

どの程度 要約したものが欲しいですか？

(n=128)
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障害カテゴリ別 

 
障害の程度別 

 
年齢別 

 
手話の使用別 

 
  

50%

57%

81%

44%

33%

13%

6%

11%

6%

難聴者(n=66)

中途失聴者(n=46)

ろう者(n=16)

障害カテゴリ別

いつでも全文に近いものが欲しい ケースバイケース いつでも短くまとめたものが欲しい

60%

42%

47%

70%

80%

20%

50%

42%

27%

20%

20%

8%

11%

3%

0%

軽度(n=5)

中度(n=12)

高度(n=64)

重度(n=37)

全ろう(n=10)

障害の程度別

いつでも全文に近いものが欲しい ケースバイケース いつでも短くまとめたものが欲しい

65%

56%

67%

45%

55%

30%

25%

24%

48%

39%

5%

19%

10%

6%

5%

39歳以下

(n=20)

40～49歳

(n=16)

50～59歳

(n=21)

60～69歳

(n=33)

70歳以上

(n=38)

年齢別

いつでも全文に近いものが欲しい ケースバイケース いつでも短くまとめたものが欲しい

65%

43%

29%

45%

5%

11%

手話を使っている

(n=75)

手話を使っていない

(n=53)

手話の使用別

いつでも全文に近いものが欲しい ケースバイケース いつでも短くまとめたものが欲しい
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【シーンごとの求める要約の程度】 

 

問 2. （「ケースバイケース」と答えた人へ） 

「短くまとめたものが欲しい」「全文に近いものが欲しい」のはどういう場面でしょうか？ 

（複数回答 n=46） 

 

・ 場面によって求める要約が異なる。 

・ 全文に近いものを求める場面で最も多いのは「参加者の過半が聴覚障害者の会議」で回答

者の半数。「短くまとめたものが欲しい」場面で最も多かったのは「講演会・演説会」だった。 

 

 
  

50%

43%

41%

41%

39%

33%

26%

24%

13%

7%

7%

28%

59%

26%

24%

17%

9%

28%

33%

33%

30%

17%

会議（参加者の過半が聴覚障害者）

講演会・演説会

授業・講義・学校行事

会議（参加者の過半が聴者）

結婚式・法事

上映会（字幕スーパーは除く）

オンライン会議・オンラインイベント

公演・コンサート

大会・祝賀会

体育会・競技会・スポーツの試合

政治・宗教団体の集会

（ケースバイケースと回答した人へ）どういう場面ですか？

全文に近い方ものが欲しい

短くまとめたものが欲しい

(n=46)
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【不満・不利益】 

問 3. パソコン要約筆記を利用したときに、困ること、不満に思うことは何ですか？ 

(複数回答 n=128) 

 

・ 不満の第 1 位は「表示が遅れる」で 54％。パソコン要約筆記の弱点がそのまま不満として表

れた形。次いで過度な要約によって「理解できない」という意見が続いた。 

・ 不満の割合は 2016 年調査時から大きく減っている（「表示が遅れる」は 84％だった）。 

「特に不満はない」も 24％に上った。ここに入力者たちのスキルの向上がみてとれる。 

 

 
 

 今回（2024 年調査） (n=128) 前回（2016 年調査） (n=98) 

1 位 表示が遅れる 54% 表示が遅れる 84% 

2 位 
冗談などが省略されてみんなが 

何を笑ってるか理解できない 
41% 

表示速度が均一でない。 

一度に表示され読みきれない。 
52% 

3 位 
短く要約しすぎていて話の繋がりが 

理解しにくい 
38% 

冗談などが省略されてみんなが 

何を笑ってるか理解できない 
50% 

4 位 
表示速度が均一でない。 

一度に表示され読みきれない。 
27% 

短く要約しすぎていて話の繋がり 

が理解しにくい 
43% 

5 位 特に不満はない 24% 誤変換が多い 34% 

6 位 誤変換が多い 18% 
全文通訳だが何を言っているのか 

理解できない 
20% 

  

54%

41%

38%

27%

24%

18%

9%

8%

5%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

表示が遅れる

冗談などが省略されてみんなが何を笑ってるか理解で

きない

短く要約しすぎていて話の繋がりが理解しにくい

表示速度が均一でない。一度に表示され読みきれない

特に不満はない

誤変換が多い

冗長すぎる

全文通訳だが何を言っているのか理解できない

画面の文字が大きすぎて情報量が少ない

画面の文字が小さすぎる

困ること・不満に思うこと

(n=128)
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問 4. 上記以外に困ること、不満に思うことがあれば、ご記入ください。 （順不同 表記は原文ママ） 

 

・ 挙手を求められる場合、遅れる、参加できない。 

・ 誤変換があってもその場で確認することができない（しにくい） 

・ 東京都の派遣を、使うと要約してしまうので、わかりにくい、省略も多い、困る。 

・ パソコン要約筆記者の技量による。 

・ 同じ言葉の繰り返しは要らないが、冗談や付け足しのようなものは、あるとほっとする。 

・ 講演会などで講師と字幕スクリーンが離れているので視線移動すると講師の表情や動作が見え

ない 

・ 文字の大きさは会場によって変わる。大きすぎると情報量が少なくなるので、会場に合わせて

欲しい 

・ 文字の表出に間があり、不安に感じる。話の内容に漏れがあるのではないかと。 

・ ある程度の誤変換は気にしなくていいのでリアルタイム性を重視してほしい。 

・ 会議などでは、話のやりとりに遅れないようにするために、省略して良いかな？と思うケース

もあります（困り事や不満というほどではない） 

・ 機材の準備など利用者の負担が大きい。会場の電源不足。オンラインの情報保障ができるパソ

コン要約筆記者が少ない（そもそも、活動できるパソコン要約筆記者が少ない）。 

・ 長い専門用語やカタカナ(例:インクールシブ、インバウンドなど)が多いと、読みづらそう 

・ 待っていても結局要約が出てこない時や担当者が変わった時に出ない要約があったりする事が

不満 

・ かさばる、目立つ 

・ 途中で接続が切れることがある。 

・ 話者がだれか、誰の発言かわからないことがある。 

・ 指示語などの内容がわからない。 

・ 人からどう見られているのか不安になったり恥ずかしくなったりする。 

・ 要約している人の力量の差が顕著。打っている途中で追いつけなくなり、この要約やめた、と

消すケースがあった。 

・ 名前のどっち読みかがわからない（例おやまこやま） 

・ 要約筆記者も手話通訳者のように時には存在がわかるように目立つような位置に座ってほしい。

文字の投影だけでは気づきにくく PR（周知）が進まないと思っています。 

・ 字幕が付いているビデオなどが通訳されない、盲ろう者なので内容が伝わらない 

・ 指示代名詞がある場合、何を指しているのかわからないことがある。 

・ 昨年、鹿児島で全国障害者スポーツ大会に参加した時も、開催地が要約筆記を担当されてたが、

手書きで、失望して競技に集中できなかった。人それぞれ話し方が違いますが、誤表示が多い

と普及しにくいと思います。 

・ PC の表示が遅くてイライラしてしまい、同時手話通訳を見てしまう時もあります。この手話通

訳も省略が多く理解しにくい。【手話は言語】と勿論わかっているが外来語や新しい言葉が多い

と新しい手話も多くなり、この手話の知らない当事者として逆に理解しにくい。一日も早く

PC通訳の改善を強く望みます。 
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問 5. パソコン要約筆記が原因で不愉快になったり悪影響を受けたりなどしたこと（不利益を被ったこ

と）はありますか？(複数回答 n=128) 

 

・ 「発言の機会を逸してしまった」が最も多く 61％。次いで「話の内容がよくわからなかった」が

49％。 

パソコン要約筆記への不満はそのまま利用者の不利益につながっている。 

 

 
 

問 6. 具体的に不利益を被った事例を差し支えない範囲で教えて下さい。 （順不同 表記は原文ママ） 

 

・ 会議等で進行に遅れて、発言の機会を失う。 

・ 採決をするときに、「挙手してください」が表示された時には、「はい手を下ろしてください」

なっていて参加できなかった 悔しかった 

・ 聾者の講演の時、読み取り通訳がつき、要約筆記が着いたのですが、どちらも中途半端で、内

容が理解できなかった。 

・ スクリーンをずうっと見ているのが疲れる。 

・ 「質問はありませんか？」という講師の発言の表示が遅くなり、質問するタイミングを逃して

しまった。 

・ タイピングの音がうるさいと他の参加者から苦情が出た。 

・ 昔の話、聴覚障がいに対して理解が無かった(発音が聞こえないと言われた) 

・ ろう者もいる会議で、いつも待って貰っている。手書きのように細かく表示してほしい。 

・ 多数決や賛成反対、質問したいとかなどのタイミングが合わず、遅れてしまう時がある 

・ パネルディスカッションなどの登壇の際に(自分以外のパネラーは聴者)パソコン要約がワンテ

ンポ遅れるため、発言のタイミングがつかめなかった。普段、音声認識の速度に慣れているた

め、同時に表示されないことがもどかしい。音声認識を PC 要約者が訂正するのがベストでは

ないかと思う。速度も精度も費用面でも 

・ 内容ではないが、2人の要約者のパソコンの隣に座るスタイルなので仰々しくなってしまうの

が嫌だなと思うことがある 

61%

49%

36%

36%

8%

発言の機会を逸してしまった。

せっかく参加したのに話の内容がよくわからなかった。

ジョークを伝えてもらえずその後の雑談についていけな

かった。

採決に間に合わず自分の意見が通らなかった。

漢字等の読み方を間違えて恥をかいた。

不利益を被ったこと

(n=128)
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また、聴覚障害者が 4名いた時に 1セット（2名の要約者）は 2名までと言われ、4 人分の 2

セットを用意してもらったのが理解できなかった。 

・ 拍手のタイミングが他者と異なり遅くなること 

・ 質疑応答時などで質問したかったが、時期を逸してしまった。 

・ 神奈川県域は聞こえた音声（環境音など）をすべて表記してくれますので問題なしです 
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【派遣元への要求】 

 

問 7. パソコン要約筆記を利用するときに、短く要約するか、全文に近いものとするか、どちらかを要求

したことがありますか？(n=128) 

 

・ 要求したことがある人は３割以下にとどまっている。 

 

 
 

問 8. （要求したことがある方へ） 

要求した通りにパソコン要約筆記を受けることができましたか？(n=37) 

 

・ 「いつもできている」「おおむねできた」を合わせて 75％。要求すれば多くの場合、対応されてい

る。 

・ 一方、断られた理由として「制度的な理由」も挙がっているが、これが何を意味するのか、疑問

が残る。 

 

  

ある

29%

ない

70%

無回答

1%

派遣元に要求したことがあるか

(n=128)

いつでもできている

21%

おおむねできた

54%

制度的な理由でで

きなかった

11%

入力者の技術的な理

由でできなかった

11%

できなかったが理由は不

明…

要求どおりにパソコン要約筆記を受けることができたか

(n=37)
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問 9. （要求したことがない方へ）要求しなかった理由を教えてください。(n=90) 

 

・ 要求すれば対応してくれる派遣元が多い一方、要求しなかった理由としては「要求が可能だと

は知らなかった」が大多数だった。 

 

 
 

 

 

 

  

そのような要求が可能だと

は知らなかった

94%

入力者の技術が不足し

ていてできないと言われ

た

5%

制度的に要求できないと

言われた

1%

（要求したことがない人へ）(要求しなかった理由

(n=90)
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【自由意見】 

 

問 10. パソコン要約筆記についてのご意見をご自由にご記入ください。（順不同 表記は原文ママ） 

 

・ 感謝しています。 

・ 全文が良い人、要約したほうが良い人、利用者の希望通りに情報保障できるようスキルを磨い

てほしい。 

・ もっともっと普及して講演会などはあって当たり前になって欲しい。 

・ 講演会はパソコン要約筆記でないと理解できない。 

・ 一昔前までは手書きが主流だったが、パソコン要約筆記によって、手書きよりも速度が速くな

ったように感じる。ただ、６０代以上の方が初めて要約筆記講座を学ぶ場合、パソコンが使え

ないと敬遠される場合もあると思う。今は要約筆記通訳者養成講座からからスタートしている

が、私たちが日常生活の中でいつでも要約筆記を簡単に利用したいときに、要約筆記ボランテ

ィアからスタートし、だんだん要約筆記のコツをつかんで通訳者養成コースに進んでいたが、

現在では国の予算の関係で、いきなり要約筆記者養成講座から学ぶスタイルは気になります。 

・ 話し手のニュアンスとできるだけこまめに表出を心がけてほしい。 

・ 会議等団体の場合はいいが、個人の場合機材の準備が大変。個人の場合ログがもらえないのが

難点。特に病院等はログは重要となる。 

・ 役員会、講座、歌舞伎教室でとてもわかりやすいが、派遣は手話通訳士がほとんどです。 

・ やはり文字が統一されているので読みやすいです。ただ道具が沢山あり、持ち運びが大変だろ

うと思います。簡単で便利な機器となれば良いですね。 

・ 少し聞こえますので、聞こえた内容を目でも確認しています。特に話者が早口の方の場合には

とても助かっています。そういえば、聞こえが悪くなって 3 年ほどは研修会や飲み会など行か

ない時期がありました。 

・ 講演会などの話は情報量が多いのでよくわかるようになりました。書き手による文字が変わら

ないので読みやすいです。 

・ 要約する必要はあるが 感情などは伝わりにくいと思う 

・ もう何十年も前に東京と京都で利用しましたが、自分でノートをとれるので、私には合ってい

ました。無事に卒業できました。ありがとうございました。手話もできる人がいたので、手話

通訳が必要な場面では助かりました。皆さん、ありがとうございました。 

・ 使ったことはあるが、よくわからない。要約筆記者が少なく、いつも同じ方です。どのような

要求ができるのかわかりません。質問もできません。私の地域では、中途失聴の方が多く、全

文表記は、読むのが大変なのか、私にとっては、要約しすぎで、知りたいことがわからない。

全文表記を求めるのは難しいかも知りません。ろう者の方と同じ会議に参加して時に、「要約筆

記は、これだけ？」と言われました。短すぎてびっくりしてた。 

・ まずは、これからも、要約筆記の皆様には、頑張って、ほしいとおもいます。要約筆記の必要

性は、聴覚障害者が存在する限り、どんな形であれ、継続されると思います。 

・ 要約してもらうことで安心感がある。 
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Ⅱ．音声認識アプリについて 

（対象：回答者全員 144 人） 

【音声認識の利用状況】 

 

問 1. ご自身で音声認識アプリを使っていますか？(n=144) 

 

・ 音声認識アプリを自分で使っている人は７割以上。 

・ 年齢別にみると 60 代が 76％など、高齢者でも利用率は高い。その他の属性では、母数が

少ないこともあり大きな差異はみとめられない。 

 

 

障害カテゴリ別 

 
  

74%

70%

67%

26%

30%

33%

難聴者(n=73)

中途失聴者(n=50)

ろう者(n=21)

障害カテゴリ別

音声認識を使っている 使っていない

使っている

72%

使っていない

28%

音声認識アプリを使っているか

(n=144)
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障害の程度別 

 
年齢別 

 
手話の使用別 

 
 

 

 

  

67%

46%

71%

81%

67%

33%

54%

29%

19%

33%

軽度(n=6)

中度(n=13)

高度(n=70)

重度(n=43)

全ろう(n=12)

障害の程度別

音声認識を使っている 使っていない

67%

94%

70%

76%

61%

33%

6%

30%

24%

39%

39歳以下

(n=24)

40～49歳

(n=18)

50～59歳

(n=23)

60～69歳

(n=38)

70歳以上

(n=41)

年齢別

音声認識を使っている 使っていない

73%

69%

27%

31%

使っている(n=85)

使っていない(n=59)

手話の使用別

音声認識を使っている 使っていない
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問 2. （使っている方へ） 

使っている音声認識アプリ(複数回答 n=102) 

 

・ 最も多かったのは「UD トーク」。ついで「YY システム（YYProbe、YY も字起こしなど）」。 

・ 一人で複数のアプリを使っている方も多くいた。 

 

 
 

  

54%

38%

29%

24%

1%

1%

1%

1%

UDトーク

YYProbe、YY文字起こしなどYYシステム

音声文字変換

オンライン会議システム

声で筆談

話す翻訳機

pekoe

whisper

自分が使っている音声認識アプリ

(n=102)
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【主催者が用意する音声認識】 

 

問 3. 講演会等、主催者側が提供する音声認識による情報保障を受けたことがありますか？

(n=144) 

 

・ 主催者が音声認識による情報保障を行うことが増えている。 

 

 
 

【音声認識を使いたいシーン】 

問 4. 次のうち音声認識を使いたい場面はどれでしょうか？(複数回答 n=103) 

 

・ 「講演会・演説会」が最も多く 48％。次いで「会議（参加者の過半が聴者）」41％。 

・ 問 2 で「全文に近いものが欲しい」の割合が多かった項目が上位に挙がった。 

 

  

ある

53%ない

37%

わからない

10%

主催者による音声認識の情報保障

(n=144)

48%

41%

39%

34%

33%

29%

26%

25%

21%

17%

15%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

講演会・演説会

会議（参加者の過半が聴者）

オンライン会議・オンラインイベント

授業・講義・学校行事

結婚式・法事

会議（参加者の過半が聴覚障害者）

公演・コンサート

大会・祝賀会

上映会（字幕スーパーは除く）

体育会・競技会・スポーツの試合

政治・宗教団体の集会

その他

音声認識を使いたいシーン

(n=103)
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【音声認識の満足度】 

 

問 5. （使っている方へ） 

音声認識を使った情報保障の満足度は？(n=102) 

 

・ 「満足」「やや満足」を合わせて 44％と半数以下。 

・ 「やや不満」「不満」を合わせて 57％と、不満を持っている人の方が多かった。 

 

 
 

障害カテゴリ別 

 
 

  

満足

5%

やや満足

39%

なんとも言えない

9%

やや不満

30%

不満

17%

音声認識の満足度

(n=102)

4%

6%

7%

45%

34%

29%

8%

11%

7%

28%

31%

36%

15%

17%

21%

難聴者(n=53)

中途失聴者(n=35)

ろう者(n=14)

障害カテゴリ別

満足 やや満足 なんとも言えない やや不満 不満
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障害の程度別 

 
年齢別 

 
手話の使用別 

 
 

【自由意見】 

・ 音声認識アプリについてですが、高知県では音声認識アプリを活用できる要約筆記者は居ませ

ん。その為に障害者スポーツ大会などでの、個人対応では携帯用ホワイトボードなどの手書き

しか要約筆記はやっていません。手書きでは遅すぎて使い物にならないので、親しい健聴者に

音声認識アプリで通訳を頼んでいますが、誤表示が多いです。手書きよりはマシですが。音声

認識アプリを素早く誤表示が少ないスキルを持った文字通訳者（要約筆記者）が増えることを

強く願っています。 

以上 

  

0%

17%

4%

6%

0%

50%

33%

37%

43%

38%

0%

0%

14%

6%

0%

50%

33%

27%

31%

38%

0%

17%

18%

14%

25%

軽度(n=4)

中度(n=6)

高度(n=49)

重度(n=35)

全ろう(n=8)

障害程度別

満足 やや満足 なんとも言えない やや不満 不満

7%

0%
6%

3%

8%

40%

59%

50%

34%

24%

0%

6%

6%

10%

16%

33%

29%

19%

38%

28%

20%

6%

19%

14%

24%

39歳以下(n=15)

40～49歳(n=17)

50～59歳(n=16)

60～69歳(n=29)

70歳以上(n=25)

年齢別

満足 やや満足 なんとも言えない やや不満 不満

5%

5%

45%

30%

8%

10%

29%

33%

13%

23%

使っている(n=62)

使っていない(n=40)

手話使用別

満足 やや満足 なんとも言えない やや不満 不満
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数表 

 

回答者プロフィール 

（単位：人） 

 
全数 

うちパソコン要約筆記 

利用経験あり 

 
難聴者 

中途 

失聴者 
ろう者 合計 難聴者 

中途 

失聴者 
ろう者 合計 

年齢別 

39 歳以下 15 1 8 24 12 1 7 20 

40～49 歳 9 4 5 18 8 4 4 16 

50～59 歳 10 9 4 23 9 9 3 21 

60～69 歳 23 15 0 38 21 12 0 33 

70 歳以上 16 21 4 41 16 20 2 38 

男女別 

男性 31 17 8 56 27 16 6 49 

女性 39 33 12 84 36 30 9 75 

性別回答なし 3 0 1 4 3 0 1 4 

障害の 

程度別 

※ 

軽度 5 1 0 6 4 1 0 5 

中度 7 6 0 13 6 6 0 12 

高度 40 27 3 70 37 25 2 64 

重度 20 13 10 43 18 11 8 37 

全ろう 1 3 8 12 1 3 6 10 

手話の 

使用別 

手話使用 44 24 17 85 40 22 13 75 

手話不使用 29 26 4 59 26 24 3 53 

合計 73 50 21 144 66 46 16 128 

※障害の程度 

・軽度…良好な環境では、補聴器などを利用しなくても音声でのコミュニケーションが可能 

・中度…たいていの場合、補聴器などを利用すれば音声でのコミュニケーションが可能 

・高度…良好な環境で補聴器などを利用すれば音声でのコミュニケーションが可能 

・重度…音は認識できるが、補聴器などを利用しても音声でのコミュニケーションは困難 

・全ろう…補聴器などを利用しても音は全く聞こえない 
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どのような場面でパソコン要約筆記を利用したか（パソコン要約筆記の利用経験あり 128 人） 

利用シーン 人数（人） 

講演会・演説会 113 

会議（参加者の過半が聴覚障害者） 87 

大会・祝賀会 61 

授業・講義・学校行事 52 

会議（参加者の過半が聴者） 44 

公演・コンサート 24 

結婚式・法事 22 

上映会（字幕スーパーは除く） 18 

体育会・競技会・スポーツの試合 11 

政治・宗教団体の集会 7 

通院・診察 3 

イベント等 2 

 

都道府県別（全回答者 144 人） 

都道府県 人数（人） 都道府県 人数（人） 

北海道 10 京都府 9 

宮城県 6 大阪府 4 

茨城県 5 兵庫県 2 

栃木県 3 鳥取県 2 

埼玉県 8 岡山県 6 

千葉県 4 広島県 5 

東京都 10 徳島県 9 

神奈川県 13 香川県 12 

新潟県 13 高知県 2 

富山県 5 福岡県 1 

長野県 2 熊本県 1 

岐阜県 1 大分県 2 

愛知県 2 宮崎県 4 

三重県 2 無回答 1 
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Ⅰ．要約について 

問 1. あなたはパソコン要約筆記でどの程度要約したものが欲しいですか？（n=128） 

（単位：人） 

  いつでも全文に近

いものが欲しい 

ケースバイケース いつでも短くまとめ

たものが欲しい 

合計 

全体 72 46 10 128 

障害の種別 

難聴者 33 29 4 66 

中途失聴者 26 15 5 46 

ろう者 13 2 1 16 

障害の 

程度別 

軽度 3 1 1 5 

中度 5 6 1 12 

高度 30 27 7 64 

重度 26 10 1 37 

全ろう 8 2 0 10 

年齢別 

39 歳以下 13 6 1 20 

40～49 歳 9 4 3 16 

50～59 歳 14 5 2 21 

60～69 歳 15 16 2 33 

70 歳以上 21 15 2 38 

手話の 

使用別 

手話を使っている 49 22 4 75 

手話を使っていない 23 24 6 53 

 

問 2. （「ケースバイケース」と答えた人へ）「短くまとめたものが欲しい」「全文に近いものが欲しい」

のはどういう場面でしょうか？（複数回答） 

  全文に近い方ものが 

欲しい（人） 

短くまとめたものが欲しい 

（人） 

会議（参加者の過半が聴覚障害者） 23 13 

講演会・演説会 20 27 

授業・講義・学校行事 19 12 

会議（参加者の過半が聴者） 19 11 

結婚式・法事 18 8 

上映会（字幕スーパーは除く） 15 4 

オンライン会議・オンラインイベント 12 13 

公演・コンサート 11 15 

大会・祝賀会 6 15 

体育会・競技会・スポーツの試合 3 14 

政治・宗教団体の集会 3 8 

その他 1 1 
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問 3. パソコン要約筆記を利用したときに、困ること、不満に思うことは何ですか？(複数回答) 

困ること、不満に思うこと 人数（人） 

表示が遅れる 69 

冗談などが省略されてみんなが何を笑ってるか理解できない 52 

短く要約しすぎていて話の繋がりが理解しにくい 49 

表示速度が均一でない。一度に表示され読みきれない 35 

誤変換が多い 23 

冗長すぎる 11 

全文通訳だが何を言っているのか理解できない 10 

画面の文字が大きすぎて情報量が少ない 7 

画面の文字が小さすぎる 4 

特に不満はない 31 

 

問 5. パソコン要約筆記が原因で不愉快になったり悪影響を受けたりなどしたこと（不利益を被ったこ

と）はありますか？(複数回答) 

不利益を被ったこと 人数（人） 

発言の機会を逸してしまった。 36 

せっかく参加したのに話の内容がよくわからなかった。 29 

ジョークを伝えてもらえずその後の雑談についていけなかった。 21 

採決に間に合わず自分の意見が通らなかった。 21 

漢字等の読み方を間違えて恥をかいた。 5 

 

問 7. パソコン要約筆記を利用するときに、短く要約するか、全文に近いものとするか、どちらかを要求

したことがありますか？  

要求した経験 人数（人） 

要求したことがある 37 

要求したことはない 90 

無回答 1 

 

問 8. （要求したことがある方へ）要求した通りにパソコン要約筆記を受けることができましたか？ 

要求した結果 人数（人） 

いつでもできている 8 

おおむねできた 20 

制度的な理由でできなかった 4 

入力者の技術的な理由でできなかった 4 

できなかったが理由は不明 1 

 

問 9. （要求したことがない方へ）要求しなかった理由を教えてください。 

要求しなかった理由 人数（人） 

そのような要求が可能だとは知らなかった 74 

入力者の技術が不足していてできないと言われた 4 

制度的に要求できないと言われた 1 
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Ⅱ．音声認識アプリについて 

問 1. ご自身で音声認識アプリを使っていますか？ 

（単位：人） 

  使っている 使っていない 合計 

全体 103 41 144 

障害の種別 

難聴者 54 19 73 

中途失聴者 35 15 50 

ろう者 14 7 21 

障害の程度別 

軽度 4 2 6 

中度 6 7 13 

高度 50 20 70 

重度 35 8 43 

全ろう 8 4 12 

年齢別 

39 歳以下 16 8 24 

40～49 歳 17 1 18 

50～59 歳 16 7 23 

60～69 歳 29 9 38 

70 歳以上 25 16 41 

手話の使用別 
手話を使っている 62 23 85 

手話を使っていない 41 18 59 

 

問 2. （使っている方へ）使っている音声認識アプリ(複数回答)  

使っている音声認識アプリ 人数（人） 

UD トーク 78 

YYProbe、YY 文字起こしなど YY システム 55 

音声文字変換 42 

オンライン会議システム 35 

声で筆談 2 

話す翻訳機 2 

pekoe 1 

whisper 1 

 

問 3. 講演会等、主催者側が提供する音声認識による情報保障を受けたことがありますか？ 

主催者による音声認識 人数（人） 

経験がある 55 

経験はない 38 

わからない 10 
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問 4. 次のうち音声認識を使いたい場面はどれでしょうか？(複数回答) 

使いたい場面 人数（人） 

講演会・演説会 69 

会議（参加者の過半が聴者） 59 

オンライン会議・オンラインイベント 56 

授業・講義・学校行事 49 

結婚式・法事 47 

会議（参加者の過半が聴覚障害者） 42 

公演・コンサート 38 

大会・祝賀会 36 

上映会（字幕スーパーは除く） 30 

体育会・競技会・スポーツの試合 24 

政治・宗教団体の集会 21 

その他 14 

 

問 5. （使っている方へ）音声認識を使った情報保障の満足度は？ 

（単位：人） 

 
満足 やや満足 

なんとも言え

ない やや不満 不満 

全体 5 40 9 31 17 

障害の

種別 

難聴者 2 24 4 15 8 

中途失聴者 2 12 4 11 6 

ろう者 1 4 1 5 3 

障害の

程度別 

軽度 0 2 0 2 0 

中度 1 2 0 2 1 

高度 2 18 7 13 9 

重度 2 15 2 11 5 

全ろう 0 3 0 3 2 

年齢別 

39 歳以下 1 6 0 5 3 

40～49 歳 0 10 1 5 1 

50～59 歳 1 8 1 3 3 

60～69 歳 1 10 3 11 4 

70 歳以上 2 6 4 7 6 

手話の

使用別 

手話を使っている 3 28 5 18 8 

手話を使っていない 2 12 4 13 9 
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参考 - 2016 年実施「パソコン要約筆記利用者意識調査」 
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以上 
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